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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本薬剤は、層状構造を持つ層状複水酸化物をホスト基本構造とし

ており、インターカレーション技術によりその層間に不安定なス

コルビン酸をゲストとして取り込んだ複合材料であり、美白効果

を有する板状微粒子である。化粧品などに配合し、皮膚の美白の

ために使用する。 
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